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これまで取り組んだことのないイベントでしたので、どういう結果が出るやらとても心配

でしたが、お客様からもスタッフの反省会でも明るい声がきけて、ホッとしています。

お陰様で会期の 3B閉そ通じ、

ほぼ目標を達成致しました。

ご来場者600名余りを数え、絵画のお買い上げも39点と

これにより総売上の10%に当たる(1， 600， 750円)が当会に

寄付されJます。

またもう一つの目的であった「障害者咋品ョ写真展」必ほうも、熱心に見ていただき、

私たちが支援する障害者についてご理解いただく機会とできました事を感謝しております。

尚、会期中のスタッフは延べヨ 4名すべて無償でご参加。心よりお礼申し上げます。
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都度、湧きおこります拍手も数多く繰りかえされました 1 画伯の絵に対する

やお勧めに、ボンと背中を押されてj夫新したという知人、 こ助言を頂いて絵筆を

とる自1吉がもてたと述べる友人など、 ご来場者はー様にご満足そうでしたり

同時に展示されました“ょっぱ不 ム" の活動の様子や、 グループホームのス
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語られる微笑ましいお姿、 ま7こ日頃ゆった ηとした時を持たれること b僅かで

しょうお母様万のご表清己主にら増して、 なんと憂しく素敵だったでしぶう ο
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12月の初旬の 3日間、「地域で生きる障害者を支える会」主催で現代国内外の#昌也j

一流の画家出品の絵画展が白石横浜不一ルで開催されました。私i立地元日吉のボ

ランティアグループの方達と初 8~こ受付を担当しましたが、当初はと、れ位の人達

刀、入賞富して下さるか、宣伝は広く行き渡っているかしら等、多少の不安がありま

LTこO でも10時間会後は入場者がほとんど途切れる事なく続き、 なかには新聞で

知った中目鉄線に乗車して遠方から観賞に釆た奥様グループも。

まず受付の前に展示しである “ょっぱ"所員の日常生活の写真や作品、 お花の

鏑り等に感嘆の白を見張り、奥に進みました。手前の室には小倉遊亀や平山郁夫

等々、国内一流の画家達の素晴らしい作品が所狭しと展示しであり、起が釘つけ

になりました。

奥に進むと外国の作家達の幻想的な絵、美しい色調や大胆な筆さばきの大小の

絵等、素人の私は唯々見とれるばかりでした。普通、絵の展覧会に行きますと、

静寂な空気が漂っていて、多少肩がこりますが、 この会は各室でお茶やコーヒー

等を頂きながら、友達同士それぞれ好きな絵の品評をしたり、再会を喜び、おし

ゃべりを楽しんでたり、 とても和やかな絵画展でした。

フランス人のロジェョポナフェさんは連日、出席して皆様に、にこやかにサイ

ンを下さいましたか、出品された絵が人柄をよ〈表わした縞麗な赤を使ったやさ

しい絵でした。私は思わず気に入って 1投購入しました。 3日間の人出で、 どれ

だけの利益があったでしょうか。 「ょっぱ不一ムJの活動資金としてうかしでも多

くの純益を得られたでしょうか。成功裡に終った事と祈っております。

皆様ご昔労様でした。 門脇知子(顧問)

(J~ ~ ナフ一一 ーヤ リ ー=ァー Jイ 絵画展に寄せて
12)=t 1 T ~~3 日のごチィ;}ニユマ絵画長のお三?'i云1いはとても楽しい時間で υ7こ。

拐しぐて心経験計Jたが、大好きな絵をゆっくり患い切り見る事j~ 出来てとコてるお?与

なお手伝いだったと患いま，

お友達fた新開記者さんのお蔭で、草月己新習にも予告を写真入で載せてもらえたし、 1

己自の様子をまた紹介記事で載せてもらえたー

新潤をえてたくさんのノ¥が絵画J畏;こ来てぐださったしー 句主吉構ぉ没iこ工てたがなヲ

と思dγごし、ますヘ

逗 v、準備期間で，Cfg2もし口、之のですが、 売上もコ"，-，_ょ寸降って本当:こ三ミかったと志 il

皆さルゴ〉気持忌 ;:P---'Jぃ二三ョて漬3ft"= -+こ活呆之、と吉~t 王「っ

今回♂〉絵主IT.¥畏iカヌタジブ ι乙ヨえて叶、そこだ'i¥-:光栄に吾、切主ーた、

こ計ノふるら-二、にでき三事さ三之江之、可でを河持でさ¥子ご千尋ノで，

i云し、を三i]:.~主プー

~'こ"ソ

三ヨ王 γh三士一ァ ムヨ、
ノ1¥三:e.- i+I二=一←"可一， ----，.... ，.........~--、J 、一



~，~t>タ

5ごゾヤヤ
ノヤJ広告

ーマ下必ず

今月 j玉、支える会川会謝漫などで波平たしい月“ごした入浴考の芳、疲れがi議j
Eとり緩い微熱が己犬二方もい亥したが、普段では絶対に見ることが出来ない絵をと，

られて約数にはなったようですコ台分のお塁に当夜潜入LJ!と絵を飾ってある人ち f
J、三とすニ…枚、絵なきおっただりで郊震が映るくなり、とっても良い惑じ心都還に;

なっていヌナU

じでは、まずさ支だ悠ちつかない人もいミとすお、ゆっくりマイベ…スに;

悶々考過ご:〆℃います e

今汚より新しい職員が fr~禽入きしましず二c 本;人よりごコメンヘをもらったの守主ð ~ 

介し三王

子ヲ7めまして、察発j繋美矢子(く ηざわ

土ィコ!支i三一ふ;こてほ河ら洋常勤職

現在、彩、はさ聖護学1交の孝主主主会否権し

教委字詰菜夜寸ご勉強をしており

ょっ~::fホームでの生活

ていきたいと発えており支

さよしJと

すので、

今月めよっ拭ホームそのコ1j ~iここるお母様が最近、惑にステ#ーになられたのが王手J慾議で江らなくて、

vむな失礼な望者簡をしてしまいましたの

うされためかしら?若返られたみたい辺、心主告の変化<:'も J と。

己。

絶対側かあるとにらんど私がしつこ〈尚うの T!

いやだヮ…」お古手主義;立総れて iアラヲ妥主主

希望iri.免えた勺てことかなマ iムかえ五「しいでいえばグルーヅホ£さ〉

とおっしゃったc 私はハ vとして胞のゃがみュンとなった。

みやこ)と:tJし交寸。

とし C1動かせて-r買くことになりましたο

、明墓穴学人文学滋心深 3 教育考会科 i街言

私はこれまだに、 平主主思議命引っ張つで:きで

寸ニヌ子や、 ~t技紛になったヌこちロと

たくさんの人とぬぐり?さいまし

私;立、ずっとこのつ々 がり与を大切に子守お主義

した。 しばらくあ子一紙の

やりとりだけになっていても、今燃のょっ iこ

しいヰをヨ較で下25勺て会える機会がみると

;っァ;よがりか生設でいるのだ、はる jと尽まって、

七三てもうれしL

これから弘、三毅解L~Zごくれる〆えやー絡に考

でくれるノヘイ旨増やしたいと思¥1'ま

築さと

今後

ょっ。£ホームアットごいーふなき手間気

よろしえお騒い主主し去すa

「総飯豊義J では主ムt;;濃いJj犬をき記っ

たり、またその知り〈きいのAにまつだし 1

いたりし渓し

から沢山入活者、各

し

ぎ

，、

~ 《 〉

、司.

~一/し

~ぺ?.... ~工〆丸、vl!')、'.，(、ぜ句、ノV

，.~こ笠、勺

:宅、

， 、

ι、

下、

員長官対露三のさ当三三;誌、 3E3泊三主務受付にいたの

先生や、いろいろt';.方ぷ会えま

家のご近所むjゴらきて〈ださって、存

会会や:写爽パ不jしを見マプ、干ょたちのこともいろ

いろ巡っていたぽげたこと盟、¥1，?J:すっ

後様;立、どのような 1苦手金過ごされましたか。
フ
ヴ
フ
ヲ

会主導入手訴状況(械i淡12~218'110 
Z
2
w
 

~~ 

に、

し

支える会<:'.ま:念願のグJL-' プホーふの設宏、

まアニペ月持ての試みの議会在題意義、会委設怨言葉会と

ヨ支り組んでき読し?とn 幾つもの出会いがおり¥

ウ
¥
?
」
ア
「

24;g 

4ti:l金主

134名

ロ累ム判明
以

芝聖書豪語者会ぶ規入〉

望号 〉
札
制
作

同
川
淵

f
、九" 

つ勺一マ、

:j< そのyヲこ、ノ夫、と人と0)1笥でゑきていることを

実感しますu

2 

エJ
人会毛主総介(議綴。脈経言語新人土谷

f雲まllfJ]会笠持

ラ
フ
吋
吋
一 タ者たる壬ドもよろしくお設整い殺しますの

吋
ヲ
ヲ
ヲ
コ

12 .Fヲ~
Hぺ，

f 一…一

、/.一、
しばらく.右派みしていた学奨会、会長ミ懇談会立女:E臼

ラ
〉
つ
一
一
円
，

H
'

絵減反議後祭11 A 308 〆日主呈擦は決まり次予言、ご逮童話

域pt判手f

をさター----

。も言十ゑi中で簿二子交高*

主主魁主主主えミ室長話

絵古車j差是 iて全 0;;:1勺三下;
d恥】ノ J ゐ--匂

iき仁三

白 一一回ド

」一一'~"--'

綾 子房総次長五

主党し三支す、二3
フ

4 

!'-.~ '，/'1、

!i! 

ハ入 ヘd

v ♂， 
、，向志匂

、句、r三一


